顔之推関係年表
	西暦
	北朝
	南朝
	顔之推の年齢・事跡
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	     　　　北魏　          　           　 梁武帝（在位502～549）
     　　（386～384）                       

　　　　　　　　東魏成立                

 西魏成立                                

                                        　　　　　　　　　　　梁
                        東魏              

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 湘東王繹、鎮南将軍・江州刺史となる。 　　　　　　　　　　　　　　　　　
    西魏                                  

　　　　　　　　東魏の侯景、梁に降る。　 湘東王繹、鎮西将軍・荊州刺史となる。
 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 侯景の乱勃発。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 侯景により建康陥落。武帝崩じ、簡文帝立つ。
　　　　　　　　 東魏滅び、北斉成立。　　湘東王、世子方諸を中撫軍・郢州刺史に任ず。
 　　　　　 　　文宣帝（在位550～559） 　侯景軍、郢州を陥る。侯景、簡文帝を殺す。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　王僧弁ら、侯景を討滅す。湘東王、江陵で即位（元帝）
 西魏軍、江陵を陥る。　　　　　　　　　　元帝、殺さる。梁の百官、関中へ拉致さる。 

　　　　　　　　北斉、蕭淵明の梁帝即位を王僧弁に迫る。陳覇先、王を殺し、敬帝を立つ。
 西魏滅び、北周成立。　　　　　　　　　　陳覇先、梁敬帝から受禅（陳朝成立）。
                         北斉             

　　　　　　　 廃帝                    

　　　　　　　 孝昭帝                  

　　　　　　　 武成帝（在位561～565）  

        　　　　後主（在位565～577）    

                                        　　　　　　　　　　　陳
    北周                                  

　　　　　　　　祖珽の奏上により文林館の発足。『修文殿御覧』等、編纂さる。
        　　　 　祖珽失脚し、文林館の漢人知識人ら殺さる。
                 北周軍、晋陽に進撃。後主、鄴に還る。
 　　　　　　　　北斉の滅亡。                    

 北周の静帝廃せられ、隋朝成立。
 文帝、公私の文章に浮華を禁ず。                      

                隋                             

 科挙の開始。                                             

                                                陳の滅亡。    
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	 江陵にて生まる。
 父協、卒す（42歳）。
 湘東王繹の老荘を講ずるに、門徒に預る。
 　　　　　　　　　　　　　　　 梁
 湘東王国の右常侍となり、鎮西墨曹参軍を加へらる。
 中撫軍外兵参軍となり、世子方諸に従って郢州へ。管記を掌る。
 侯景軍の行台郎王則の救護により死を免れ、囚われて建康へ。
 江陵へ還る。散騎侍郎となり、舎人の事を奏す。
 　この頃、江陵に集められた梁朝秘閣の図書を校訂す（史部担当）。
 関中へ。
 　　　　　　　　　　　　　　　西魏
 　この頃、西魏の大将軍李穆に推薦されて弘農へ。李遠の書翰を掌る。
 黄河を流れ下って、北斉へ出奔。奉朝請に除せらる。
 文宣帝に従って天池へ。中書舎人への就任を回避す。
 　　　　　　　　　　　　　　　北斉
 　この頃、趙州功曹参軍に挙げらる。
 　この頃、蕭放らと共に後主の館客となる。
 文林館に入り、司徒録事参軍、通直散騎常侍を経て黄門侍郎となる。
 文林館の中心的メンバーでありながら、死を回避す。
 　※『北斉書』本伝では、この後、ついで黄門侍郎となる、と。
 後主に陳への亡命を進言。平原太守に任ぜられ、河津を守る。
 　北斉滅亡後、関中へ。
 　　　　　　　　　　　　　　　北周
 　この頃、御史上史となる。
 梁朝の雅楽の復活を上言、容れられず。
 　開皇（581～600）の初め、陸法言・蕭該らと音韻について論ず。
                                     →仁寿元年（601）『切韵』成立。
 　　　　　　　　　　　　　　　 隋
 　開皇中、太子（房陵王楊勇）に召されて学士となる。
 　
 　この頃、卒す。


